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添沢遺跡全景（手前：２０B区、奥：２０A区）

20B区の遺構掘削 20Ab 区谷地形のトレンチ調査

そ え ざ わ

20Ac 区で検出された谷地形（東から）20Ac 区調査時の 20A区全景 (北西から )

削器（縄文時代）
20Ac 区出土

押型文土器（縄文時代早期）
上：20Ac 区、下：20Aa 区出土

小皿（鎌倉時代）
20B区地表で採集
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鉄製品（鉄鏃か）

　今年度の添沢遺跡の調査では、調査区をA・Bに分け、A区をさらに３
分割して行っています。また、２箇所でトレンチ調査を行いました。
　20B区では縄文時代早期の土器片が出土し、磨製石斧も１点出土したほ
か、鎌倉時代から室町時代の山茶碗が地表で複数点採集されています。
　20A区では東西方向に伸びる谷地形が検出されました。そこからは縄文
時代早期や縄文時代後期から弥生時代初頭の土器片、磨製石斧、打製石斧、
黒曜石の剝片のほか、古代以降の鉄製品、鉄滓、山茶碗などが出土しますが、
近世以降ものはなく、この谷は中世の間には埋まっていたものと思われます。
今回の添沢遺跡の調査では、谷地形を中心に縄文時代や中世の遺物が出土
しています。ただ残念ながらこれらの土器・石器を使った人々の生活の痕跡
は見つからず、近くの場所から添沢遺跡へと遺物が流れ込んだものと思われます。
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トレンチ２
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